地球環境と地球システム　－南極での汚染問題を例として
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南極大陸　…地球のクリーンルーム

汚染源となる産業活動がなく、広大な氷床に覆われ、観測基地のみが点在。

　しかし、さまざまな汚染物質が検出されるだけでなく、生態系や地球システムに問題が出ている

　　ペンギンから高濃度のPCBの検出、オゾンホール、急速な温暖化と氷床の融解、

　→「地球」環境問題の本質

　　地球全体での物質輸送システムによる拡散と濃縮のメカニズム

　　南極という場所の特殊性　…非常な低温、大気の流れの集中。

南極に関係する地球環境問題

１）オゾンホール　－紫外線の増加、皮膚ガンの多発

２）地球温暖化　－氷床の融解、海面上昇

３）PCBなど人工化学物質による汚染　－生態系への影響　　　etc.

資料サイト：

デジタル教材「南極」　http://www.nhk.or.jp/nankyoku-kids/　（NHK学校教育番組部／NED）

　上記にて番組をweb視聴可能。映像クリップ資料集あり。

　国立極地研究所・南極観測のホームページ　http://jare.nipr.ac.jp/

武蔵工大での授業記録　http://www.chemie.org/geo/　（後期の地学(2)は地球環境を扱っている）

-------------------------

PCB他の人工物質による汚染

　低緯度－中緯度で気化した物質が、極域の低温で凝結し、降水に混じって降下する

　極域でのPCBなどの濃度が高くなる

PCB…安定で便利な人工物質であるがゆえの問題　体内バランスを崩す可能性

　生物濃縮のプロセス　脂質に蓄積、分解されない…食物連鎖で上位の生物では高濃度になる

　北海のアザラシの大量死　おそらく抵抗性を低め、ウイルスによる感染症の蔓延

　南極でもペンギン、トウゾクカモメ、アザラシに高濃度で検出

　どこかで放出した物質が、地球規模で拡散し、ある場所では濃縮し、被害をもたらす。

　地球全体の熱輸送システムが機能していることを認識せず、その場限りの問題解決を行ったツケがまわる。

大学で何を学ぶか

　専門的な知識・技能／豊かな国に住む人間としての常識・地球人としての常識

